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中
井
履
軒
(
-
七
三
二

S
一
八
一
七
）
は
、
江
戸
時
代
後
期

の
大
阪
の
漢
学
者
で
あ
る
。
彼
の
『
論
語
離
題
』
『
孟
子
離
題
』

な
ど
の
経
書
に
つ
い
て
の
注
釈
、
『
史
記
離
題
』
『
後
漠
書
離

題
』
な
ど
の
歴
史
書
に
関
す
る
注
釈
は
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。

そ
も
そ
も
江
戸
時
代
の
漢
学
者
た
ち
が
こ
れ
ら
の
書
物
を
熟
読

し
て
い
る
の
は
当
然
な
の
で
あ
ろ
う
が
、
同
時
に
彼
ら
は
儒
教

関
係
に
限
ら
ず
老
荘
思
想
関
係
の
書
物
を
も
か
な
り
読
ん
で
い

た
よ
う
で
あ
る
。
履
軒
も
同
様
で
あ
り
、
大
阪
大
学
所
蔵
懐
徳

堂
文
庫
に
は
中
井
履
軒
撰
『
荘
子
離
題
』
（
履
軒
自
筆
本
そ
の

他
）
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
実
際
、
履
軒
は
荘
子
を
高
く
評
価

7

し
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
『
懐
徳
堂
考
』
（
西
村
天
囚
著
•
上

ー10

巻
は
明
治
四
十
三
年
に
下
巻
は
明
治
四
十
四
年
に
印
行
・
昭
和

序

五
十
九
年
に
懐
徳
堂
友
の
会
よ
り
復
刻
）
に
は
次
の
よ
う
な
記

述
が
見
え
る
。

（
鵠
鶉
）
春
斎
乃
ち
問
ふ
て
日
く
、
…
…
何
を
以
て
文
章
の

5
 

準
縄
と
為
さ
ん
と
、
履
軒
日
く
一
部
の
論
語
の
み
、
…
…

ー

（
春
斎
）
日
く
、
…
…
敢
て
其
の
次
を
問
ふ
、
履
軒
日
く
、

0

孟
子
の
文
、
其
説
論
語
に
近
し
、
…
…
（
春
斎
）
日
く
、

敢
て
其
次
を
問
ふ
、
日
く
、
荘
子
の
み
、
…
…
履
軒
日
く
、

此
の
書
や
浩
々
洋
々
、
繊
々
微
々
、
忽
ち
至
大
を
極
め
、

忽
ち
至
小
に
入
り
、
愈
出
で
A

愈
奇
、
変
幻
快
活
、
千
状

万
態
、
模
索
す
可
か
ら
ず
、
之
を
読
め
ば
人
を
し
て
遺
世

の
想
あ
ら
し
む
、
而
し
て
後
人
の
再
び
言
ふ
を
得
ざ
る
所

の
者
な
り
、
抑
又
以
て
次
と
為
す
べ
し
、
予
れ
初
よ
り
論

孟
と
並
び
称
せ
ざ
る
な
り
、（

三
十
五
章
、
履
軒
の
文
章
論
）

中
井
履
軒
撰
『
荘
子
離
題
』
諸
本
に
つ
い
て

藤

居

岳

人
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こ
れ
は
履
軒
が
弟
子
の
鵠
鶉
春
斎
の
質
問
に
答
え
た
箇
所
で
あ

る
が
、
履
軒
が
荘
子
を
『
論
語
』
や
『
孟
子
』
に
次
い
で
重
要

視
し
て
い
る
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
履
軒
の
『
荘
子
離
題
』
を
研
究
す
る
前

提
と
し
て
、
ま
ず
そ
の
テ
キ
ス
ト
の
諸
問
題
に
つ
い
て
報
告
す

る
こ
と
に
す
る
。

一
、
懐
徳
堂
文
庫
所
蔵
『
荘
子
離
題
』

懐
徳
堂
文
庫
に
は
現
在
、
二
種
の
『
荘
子
離
題
』
の
テ
キ
ス

ト
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
―
つ
は
中
井
履
軒
の
自
筆
本
で
あ
り
、

も
う
一
種
は
履
軒
の
高
弟
三
村
鹿
山
(
-
七
六
一

s
一
八
二
五
）

に
よ
る
写
本
（
以
下
、
『
嵐
山
本
』
と
略
称
）
で
あ
る
。
そ
れ

ぞ
れ
の
『
荘
子
離
題
』
は
下
記
の
刊
本
に
書
き
入
れ
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
。
ま
ず
、
そ
の
書
誌
的
事
項
を
記
す
。

A
.

『
履
軒
自
筆
本
』
（
以
下
、
『
自
筆
本
』
と
略
称
）

『
荘
子
廠
斎
口
義
』
十
冊
十
巻
。
附
新
添
荘
子
十
論
。
宋
林
希

逸
。
（
附
）
李
士
表
。
寛
文
五
年
風
月
庄
左
衛
門
刊
。
刊
記

「
寛
文
五
年
乙
巳
歳
孟
秋
吉
祥
日
風
月
庄
左
衛
門
開
板
」
。
題

筏
「
頭
書
荘
子
一
（
二
冊
目
は
二
）
」
。
大
二
七
•
五
X

一
九
•
無
界
。
四
周
単
辺
。
八
行
一
五
字
（
第
一
冊
）

一
六
字
（
第
二

S
十
冊
）
。
注
双
行
。
版
心
「
荘
子
（
巻
数
）

（
丁
数
）
」
。
上
下
黒
魚
尾
。
四
針
眼
訂
法
。
中
井
積
徳
（
号

は
履
軒
）
自
筆
首
書
併
修
正
訓
点
。
印
記
「
天
生
寄
進
」
「
大

阪
大
学
図
書
之
印
」
「
懐
徳
堂
図
書
部
」
「
天
楽
」
。

B
.

『
鳥
山
本
』

『
荘
子
殿
斎
口
義
』
十
冊
十
巻
。
附
新
添
荘
子
十
論
。
宋
林
希

逸
。
（
附
）
李
士
表
。
以
下
、
刊
記
や
題
笠
な
ど
は
『
自
筆
本
』

と
同
じ
で
あ
る
が
若
干
異
な
る
点
が
あ
り
、
相
違
点
の
み
記
す
。

大
二
七
・
七
x

一
九
•
五
糎
。
五
針
眼
訂
法
。
三
村
嵐
山
手
写
印

中
井
履
軒
離
題
伊
藤
介
夫
書
入
。
印
記
「
懐
徳
堂
図
書
部
」
「
有

cl

不
為
」
「
伊
藤
麻
印
」
「
介
夫
氏
」
「
有
不
為
斎
」
。

『
和
刻
本
漢
籍
分
類
目
録
』
（
長
沢
規
矩
也
著
・
昭
和
五
十
一

年
・
汲
古
書
院
）
に
よ
る
と
、
寛
文
五
年
刊
の
『
荘
子
殿
斎
口
義
』

に
は
そ
の
後
印
本
が
存
す
る
と
あ
る
の
で
、
『
自
筆
本
』
『
嵐

山
本
』
は
寛
文
五
年
刊
本
か
そ
の
後
印
本
の
い
ず
れ
か
と
見
ら

れ
る
が
、
現
在
の
私
に
は
そ
れ
を
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

次
に
刊
本
へ
の
記
入
方
法
に
つ
い
て
述
べ
る
。

A
.

『
自
筆
本
』

ア
林
希
逸
の
注
で
問
題
と
な
る
部
分
に
朱
で
傍
線
（
点
を
う
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つ
場
合
も
あ
る
）
を
引
く
。
そ
し
て
、
そ
の
上
の
余
白
に

墨
筆
で
「
離
題
」
を
記
す
。
問
題
と
な
る
部
分
に
、
朱
で

傍
線
を
引
か
ず
に
「
離
題
」
を
記
す
場
合
も
あ
る
。
逆
に
、

傍
線
の
み
で
「
離
題
」
の
な
い
も
の
も
多
い
。

「
離
題
」
は
、
本
文
内
の
余
白
や
下
の
欄
外
に
書
か
れ
て

い
る
場
合
も
あ
る
。

「
離
題
」
を
記
す
余
白
が
な
く
な
っ
た
場
合
は
、
朱
で
「
△
」

「
O
」
「
.
」
な
ど
の
記
号
を
書
き
、
空
い
て
い
る
余
白

に
同
じ
記
号
を
記
し
、
そ
の
続
き
を
書
く
。

本
文
及
び
注
の
術
文
・
術
字
は
そ
の
部
分
を
朱
で
四
角
＜

囲
む
。

注
の
誤
字
は
、
そ
の
誤
字
の
右
に
墨
や
朱
で
圏
点
を
打
ち

（
ま
た
は
括
弧
で
く
く
り
）
、
欄
外
に
正
し
い
字
を
墨
や

朱
で
書
き
込
む
。

人
名
・
書
名
に
朱
引
が
あ
る
。

B
.

『
麗
山
本
』

ほ
ぼ
忠
実
に
『
自
筆
本
』
の
体
裁
を
踏
襲
し
て
い
る
。
文
字
も

楷
書
で
非
常
に
読
み
易
い
が
、
本
文
の
人
名
・
書
名
に
お
け
る

朱
引
は
省
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
巻
端
に
伊
藤
雪
香
（
字
は
介

夫
・
一
八
三
三

S
一
九
―
二
）
の
書
後
一
篇
が
あ
り
、
そ
れ
に
は
、

力 オ 工 ウ イ

書
中
の
墨
書
朱
抹
は
皆
離
題
に
係
わ
る
、
余
見
る
所
有
れ

ママ

ば
則
ち
或
い
は
藍
を
以
て
書
き
、
或
い
は
和
案
と
署
す
、

其
れ
前
人
の
説
を
引
き
、
和
の
補
ふ
所
に
係
わ
る
は
、
必

ず
其
の
書
名
姓
氏
を
書
き
、
荘
子
離
題
と
相
涌
乱
せ
ざ
る

こ
と
を
欲
す
る
な
り
、

と
あ
る
。
つ
ま
り
『
鹿
山
本
』
は
、
大
阪
大
学
懐
徳
堂
文
庫
に

収
め
ら
れ
る
ま
で
は
伊
藤
雪
香
の
蔵
書
で
あ
り
（
蔵
書
印
が
あ

る
）
、
彼
が
「
離
題
」
の
他
に
自
説
や
他
の
注
釈
者
の
説
を
書
き

込
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
（
自
説
の
場
合
は
「
和
按
」
、
そ
の
他

の
場
合
は
「
陸
方
壺
日
」
「
林
雲
銘
日
」
な
ど
と
記
し
て
い
る
。
）
り

ま
た
、
同
じ
く
伊
藤
雪
香
の
書
後
に
、

右
荘
子
林
希
逸
口
義
十
巻
、
嵐
山
三
村
先
生
の
旧
蔵
本
た

り
、
…
…
辛
己
（
明
治
十
四
年
に
当
た
る
）
之
春
、
余
は

大
阪
之
市
に
お
い
て
此
書
及
び
史
記
世
説
を
得
、
並
び
に

履
軒
先
生
の
離
題
を
載
す
、
皆
罠
山
の
手
書
に
係
わ
る
、

惜
む
ら
く
は
、
此
書
巻
五
よ
り
八
に
至
る
合
せ
て
四
巻
の

離
題
闊
く
、
因
り
て
並
河
君
蔵
本
を
借
り
て
補
写
す
、
是

に
お
い
て
荘
子
離
題
始
め
て
完
し
、

と
あ
っ
て
、
三
村
家
旧
蔵
本
を
伊
藤
雪
香
が
手
に
入
れ
た
と
き

は
巻
五
か
ら
巻
八
に
至
る
四
巻
が
欠
落
し
て
い
た
ら
し
い
。
そ
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れ
を
「
並
河
君
蔵
本
」
を
借
り
て
補
写
し
、
よ
う
や
く
完
本
と

な
っ
た
と
あ
る
。
『
麗
山
本
』
を
見
る
と
確
か
に
巻
五
か
ら
巻

八
は
、
他
の
巻
と
比
べ
て
異
な
っ
た
特
徴
を
も
っ
て
い
る
。
例

え
ば
、
他
の
巻
で
は
「
離
題
」
を
記
す
場
合
、
匡
郭
の
上
か
ら

書
か
れ
て
い
る
も
の
が
普
通
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
巻
五
か
ら

巻
八
は
、
ほ
と
ん
ど
匡
郭
の
下
か
ら
「
離
題
」
が
書
か
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
筆
勢
も
異
な
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
『
嵐
山
本
』
で
疑
問
と
な
る
の
は
「
並
河
君
蔵

本
」
と
は
一
体
ど
の
よ
う
な
テ
キ
ス
ト
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う

点
で
あ
る
。
そ
こ
で
検
討
し
た
と
こ
ろ
、
次
の
よ
う
な
特
徴
を

見
出
し
た
。

①
「
離
題
」
の
体
裁
は
『
自
筆
本
』
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

例
え
ば
、
「
離
題
」
の
書
か
れ
て
い
る
位
置
や
林
希
逸
の

注
に
施
さ
れ
た
朱
線
も
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
ま
た
、
「
離
題
」

を
書
く
ス
ペ
ー
ス
が
な
く
な
っ
た
場
合
、
朱
の
「

O
」「△」

な
ど
で
余
白
に
続
き
を
導
く
手
法
が
『
自
筆
本
』
で
見
ら

れ
る
が
、
『
嵐
山
本
』
巻
五
か
ら
巻
八
で
も
同
様
で
あ
る

（
巻
五
の
三
十
一
葉
裏
•
巻
六
の
二
葉
表
な
ど
）
。

『
自
筆
本
』
が
原
因
と
見
ら
れ
る
誤
り
が
あ
る
。

例
え
ば
、
『
嵐
山
本
』
巻
五
の
二
十
七
葉
裏
に
「
主
只
慮

②
 

主
客
之
主
…
…
」
と
あ
る
が
、
「
慮
」
は
の
誤
り

で
あ
る
。
た
だ
、
『
自
筆
本
』
を
見
る
と
一
度
書
か
れ
た

文
字
（
読
解
不
能
）
の
上
か
ら
「
是
」
と
書
か
れ
て
お
り
、

非
常
に
読
み
に
く
く
、
「
慮
」
と
も
読
め
る
。
ま
た
、
「
離

題
」
文
の
順
序
は
『
自
筆
本
』
と
同
じ
で
あ
る
が
、
「
離

題
」
を
余
白
に
導
く
記
号
(
「

O
」
「
△
」
な
ど
）
が
脱
落

し
て
い
る
た
め
に
そ
の
ま
ま
見
て
い
て
は
意
味
が
通
ら
な

く
な
っ
て
い
る
箇
所
も
見
ら
れ
る
（
巻
六
の
五
十
葉
表
・

巻
七
の
二
十
三
葉
裏
S
二
十
四
葉
表
）
。

以
上
の
よ
う
な
理
由
か
ら
「
並
河
君
蔵
本
」
と
は
『
自
筆
本
』

あ
る
い
は
そ
の
系
統
の
テ
キ
ス
ト
と
ほ
ぼ
推
定
で
き
る
。

『
懐
徳
堂
考
』
に
よ
る
と
、
明
治
二
年
に
懐
徳
堂
が
閉
校
さ

れ
て
か
ら
、
色
々
曲
折
は
あ
る
が
、
中
井
桐
園
は
好
徳
学
院
を

江
戸
堀
南
通
に
開
き
、
並
河
寒
泉
は
女
婿
淡
輪
三
郎
の
南
江
戸

堀
の
控
家
に
住
ん
だ
と
い
う
。
つ
ま
り
、
明
治
初
期
に
は
中
井

家
並
河
家
と
も
に
大
阪
の
南
江
戸
堀
に
住
ん
で
い
た
よ
う
で
あ

る
。
桐
園
の
死
後
、
そ
の
子
木
菟
麻
呂
は
東
京
に
移
り
住
む
が
、

蔵
書
は
そ
の
ま
ま
南
江
戸
堀
に
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
伊

藤
雪
香
は
、
若
い
こ
ろ
、
教
え
を
寒
泉
に
請
う
た
ら
し
く
、
そ

の
関
係
か
ら
江
戸
堀
に
あ
っ
た
中
井
家
旧
蔵
書
か
ら
『
自
筆
本
』

(118) 
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『
荘
子
離
題
』
は
、
こ
れ
ま
で
未
刊
本
で
あ
っ
た
の
で
多
く

の
研
究
者
の
眼
に
触
れ
る
機
会
は
少
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
台
湾

か
ら
発
行
さ
れ
た
『
無
求
備
斎
老
荘
列
三
子
集
成
補
編
』
（
厳

霊
峯
編
輯
・
民
国
七
十
一
年
・
成
文
出
版
社
）
第
四
十
七
冊
に

『
荘
子
離
題
』
が
収
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
表
題
に

は
「
日
本
明
治
十
一
年
寺
町
雅
文
手
抄
本
荘
子
離
題
十
巻

中
井
積
徳
撰
」
と
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
寺
町
雅
文
（
未
詳
）
が
手

写
し
た
『
荘
子
離
題
』
を
影
印
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
『
荘

子
離
題
』
の
巻
末
に
は
寺
町
雅
文
に
よ
る
書
後
が
あ
り
、
そ
れ

に
よ
る
と
、

履
軒
翁
は
林
希
逸
口
義
に
拠
り
て
荘
の
義
を
解
す
、
我
が

南
州
先
生
嘗
て
其
の
手
筆
本
に
就
き
て
、
手
ら
こ
れ
を
浄

写
す
、
編
じ
て
離
題
十
巻
と
為
し
、
以
て
閲
覧
に
便
す
、

実
に
希
有
の
珍
本
た
り
、
…
…
乃
ち
借
り
て
一
本
を
謄
し
、

以
て
読
荘
子
訣
と
為
す
と
云
ふ
、

二、

『
無
求
備
斎
老
荘
列
三
子
集
成
補
編
』
所
収
『
荘
子

離
題
』

（
書
後
で
は
「
並
河
君
蔵
本
」
）
を
借
り
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

明
治
戊
戌
夏
六
月
初
四
、
後
学
寺
町
雅
文
識
す

と
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
寺
町
雅
文
な
る
人
物
は
、
明
治
期
の
大

阪
の
漢
学
者
近
藤
南
州
（
名
は
元
粋
•
一
八
五
O
S

一
九
二
二
）

の
弟
子
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
南
州
が
履
軒
の
『
荘
子
離
題
』

を
見
て
手
写
し
た
写
本
が
当
時
存
在
し
た
ら
し
い
（
後
述
）
。

そ
の
写
本
を
さ
ら
に
弟
子
の
寺
町
雅
文
が
南
州
か
ら
借
り
て
手

写
し
た
も
の
が
厳
霊
峯
の
無
求
備
斎
に
収
め
ら
れ
た
よ
う
な
の

で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
こ
の
『
無
求
備
斎
老
荘
列
三
子
集
成
』
所
収
の
『
荘

，
 

子
離
題
』
（
以
下
、
『
無
求
備
斎
本
』
と
略
称
）
は
、
表
題
に

ー

は
「
明
治
十
一
年
寺
町
雅
文
手
抄
本
」
と
あ
る
が
、
そ
の
書
後

cl

の
日
付
を
見
る
と
「
明
治
戊
戌
夏
六
月
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
、

明
治
三
十
一
年
に
寺
町
が
書
後
を
書
い
た
と
い
う
こ
と
だ
か
ら

表
題
の
日
付
は
恐
ら
く
誤
り
で
あ
ろ
う
。

こ
の
『
無
求
備
斎
本
』
の
体
裁
は
以
下
の
通
り
。

ア
ま
ず
篇
名
を
挙
げ
、
次
に
改
行
し
て
章
ご
と
に

0
0節
（
章

の
冒
頭
の
二
文
字
を
取
る
こ
と
が
多
い
）
と
す
る
。

さ
ら
に
改
行
し
て
問
題
と
な
る
部
分
を
抜
き
出
す
。
そ
の

部
分
が
林
希
逸
の
注
の
場
合
は
「
注
」
と
書
き
入
れ
た
上

で
問
題
部
分
を
抜
き
出
す
。

イ
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抜
き
出
さ
れ
た
問
題
部
分
か
ら
一
字
分
を
空
け
て
「
離
題
」

を
記
す
。
二
行
目
か
ら
「
離
題
」
は
、
一
格
を
低
く
し
て

記
す
。

こ
の
『
無
求
備
斎
本
』
で
問
題
と
な
る
の
は
、
寺
町
雅
文
の
書

後
に
「
我
が
南
州
先
生
嘗
て
其
の
手
筆
本
に
就
き
て
、
手
ら
こ

れ
を
浄
写
す
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
南
州
が
ど
の
よ
う
な
『
荘

子
離
題
』
の
テ
キ
ス
ト
を
見
て
手
写
し
た
の
か
と
い
う
点
で
あ

る
。
彼
が
弟
子
た
ち
に
閲
覧
さ
せ
た
と
い
う
『
荘
子
離
題
』
の

写
本
が
存
す
れ
ば
『
自
筆
本
』
と
対
照
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

散
逸
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
そ
れ
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
間

接
的
で
は
あ
る
が
『
自
筆
本
』
と
『
無
求
備
斎
本
』
と
を
比
較

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
あ
た
り
の
問
題
を
探
っ
て
み
る
こ
と

に
す
る
。

ま
ず
、
『
無
求
備
斎
本
』
が
『
自
筆
本
』
と
相
違
し
て
い
る

点
を
以
下
に
挙
げ
る
。
（
調
査
し
た
の
は
内
篇
の
部
分
の
み
）

ア
漠
字
は
、
異
体
字
を
用
い
て
い
る
も
の
が
見
ら
れ
る
。

大
意
に
影
響
は
な
い
が
、
文
字
を
変
え
て
い
る
も
の
が
あ

る。例
え
ば
、
『
自
筆
本
』
の
「
大
」
を
「
太
」
に
、
「
曽
」

を
「
嘗
」
に
、
「
註
」
を
「
注
」
に
変
え
て
い
る
も
の
な
ど
。

イ ウ

大
意
に
影
響
は
な
い
が
、

て
い
る
も
の
が
あ
る
。

例
え
ば
、
『
自
筆
本
』
巻
一
の
四
十
八
葉
表
で
は
「
『
何

謂
和
之
以
天
侃
曰
』
八
字
術
文
」
と
あ
る
が
、
『
無
求
備

斎
本
』
三
十
六
頁
で
は
上
に
問
題
と
な
る
部
分
が
引
用
し

て
あ
る
た
め
「
是
八
字
術
文
」
と
あ
る
の
み
。

『
自
筆
本
』
で
な
さ
れ
て
い
る
、
林
注
の
誤
字
に
対
す
る

指

摘

は

脱

落

し

て

い

る

。

・

本
文
あ
る
い
は
注
の
問
題
と
な
る
部
分
の
み
を
抜
き
出
し

゜
2
 

て
い
る
関
係
上
、
「
離
題
」
の
並
び
方
が
異
な
っ
て
い
る

ー

部
分
が
あ
る
。

例
え
ば
、
『
自
筆
本
』
の
場
合
は
本
文
と
林
注
と
に
対
し

て
別
々
に
「
離
題
」
が
書
か
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
そ

こ
で
そ
れ
ら
を
一
項
目
に
ま
と
め
る
と
各
「
離
題
」
の
順

序
が
入
れ
代
わ
っ
て
し
ま
う
。

こ
れ
ら
以
外
に
、
明
ら
か
に
『
無
求
備
斎
本
』
が
誤
っ
て
い
る

例
も
何
例
か
見
ら
れ
た
。

ア
文
字
を
誤
っ
た
も
の
。

例
え
ば
、
『
自
筆
本
』
の
「
亦
是
泣
辟
常
語
」
を
「
亦
是

泣
辞
嘗
語
」
〔
十
八
頁
〕
に
、
「
固
有
天
理
渾
然
作
解
」

ォ 工 ウ

の
記
述
を
省
略
し



を
「
同
有
天
理
渾
然
作
解
」

も
の
な
ど
。

語
順
を
誤
っ
た
も
の
。

例
え
ば
、
『
自
筆
本
』
の
「
只
是
大
重
鄭
」
を
「
只
是
大
鄭

重
」
〔
十
九
頁
〕
に
、
「
然
不
能
説
明
以
教
其
子
」
を
「
然
不

能
明
説
以
教
其
子
」
〔
二
十
八
頁
〕
と
誤
っ
た
も
の
な
ど
。

「
離
題
」
が
脱
落
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
『
自
筆
本
』
巻
一
の
三
十
四
葉
表
の
頭
書
に
対

す
る
批
評
「
謬
中
之
謬
尤
甚
者
」
が
脱
落
〔
『
無
求
備
斎

本
』
で
は
二
十
八
頁
相
当
〕
。
『
自
筆
本
』
巻
一
の
四
十

五
葉
裏
「
大
覚
謂
死
大
夢
謂
人
世
」
が
脱
落
〔
『
無
求
備

斎
本
』
で
は
三
十
五
頁
相
当
〕
。

『
自
筆
本
』
に
な
い
文
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
。

例
え
ば
、
『
無
求
備
斎
本
』
一
頁
「
老
子
指
荘
子
」
、
同

三
十
七
頁
「
注
夜
来
謬
甚
」
は
『
自
筆
本
』
に
は
見
え
な

い
。
そ
の
他
『
無
求
備
斎
本
』
に
「
注
非
」
と
あ
る
も
の

は
、
履
軒
の
意
図
を
表
し
て
は
い
る
も
の
の
『
自
筆
本
』

に
は
見
え
な
い
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

8

以
上
の
よ
う
に
、
『
無
求
備
斎
本
』
は
大
筋
で
信
用
で
き
る
も

2
 

10

の
の
、
写
本
に
特
有
の
誤
り
も
か
な
り
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
分

工 ウ イ

〔
二
十
頁
〕
と
誤
っ
て
い
る

か
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
近
藤
南
州
が
ど
の
よ
う
な
『
荘
子
離
題
』
を
参

考
に
し
た
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
興
味
深
い
例
を
『
無
求

備
斎
本
』
に
発
見
し
た
。
ま
ず
、
第
一
例
は
『
無
求
備
斎
本
』

の
二
十
四
頁
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
「
以
指
節
」
と
し
て
以
下
の

「
離
題
」
を
引
い
て
い
る
。

是
章
言
以
我
之
是
規
彼
之
非
則
彼
必
不
服
、
莫
若
以
我
之

非
指
喩
彼
之
非
而
規
之
、
彼
則
悦
服
也

こ
の
文
章
を
虚
心
に
読
め
ば
「
以
我
之
是
、
規
彼
之
非
」
と
「
以

我
之
非
、
喩
彼
之
非
」
と
が
対
旬
を
な
す
の
が
自
然
で
あ
る
。
）
．

す
な
わ
ち
、
引
用
文
中
の
「
指
」
は
術
字
の
可
能
性
が
高
い
。
‘
、

寺
町
雅
文
も
「
指
」
の
右
側
に
「
恐
術
文
」
と
付
け
加
え
て
い

る
。
こ
れ
は
近
藤
南
州
の
誤
写
で
あ
る
が
、
な
ぜ
彼
が
こ
の
よ

う
な
誤
写
を
し
た
の
か
。
試
み
に
『
自
筆
本
』
を
見
て
み
る
と
、

引
用
部
分
は
巻
一
の
二
十
八
葉
表
の
書
脳
（
書
物
の
綴
じ
目
に

近
い
方
の
余
白
部
分
）
に
書
か
れ
て
い
る
。
そ
の
す
ぐ
横
に
頭

書
の
注
が
あ
り
、
そ
こ
に
「
切
要
無
過
於
情
」
と
い
う
部
分
が

あ
る
。
そ
の
中
の
「
情
」
の
字
に
履
軒
は
圏
点
を
施
し
、
「
指
」

と
改
め
て
い
る
。
そ
し
て
、
改
め
た
「
指
」
字
が
、
偶
然
に
も

書
脳
に
書
か
れ
た
「
離
題
」
の
「
非
」
字
と
「
喩
」
字
と
の
間
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に
書
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

も
う
一
例
は
『
無
求
備
斎
本
』
の
八
十
三
頁
に
見
え
る
。
そ

れ
は
「
古
之
真
人
不
節
」
の
本
文
「
不
求
所
終
」
の
林
注
「
即

所
謂
原
始
反
終
云
云
」
に
対
す
る
「
離
題
」
で
あ
り
、
以
下
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

不
求
終
、
与
反
終
意
相
反
、
且
可
也
、
与
易
語
意
皆
不
同
、

勿
相
援
据
可
也
、

こ
の
例
で
は
、
前
者
の
「
可
也
」
が
術
文
で
あ
り
、
「
且
与
易

語
意
皆
不
同
」
と
続
く
の
が
正
し
い
。
こ
こ
で
な
ぜ
南
州
が
誤

写
し
た
の
か
を
考
え
る
と
、
こ
れ
も
『
自
筆
本
』
の
体
裁
が
そ

の
原
因
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
『
自
筆
本
』
巻
三
の
三
葉
裏

を
見
る
と
、
ま
ず
、
履
軒
は
こ
の
「
離
題
」
を
頭
注
上
部
の
狭

い
部
分
か
ら
書
き
始
め
（
「
且
」
字
ま
で
）
、
頭
注
の
な
く
な

っ
た
所
か
ら
匡
郭
下
の
余
白
に
続
け
て
書
い
て
い
る
（
「
据
」

字
ま
で
）
。
そ
し
て
、
改
行
し
て
最
後
の
「
可
也
」
を
上
層
に

書
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
且
」
の
下
に
匡
郭
の
線

が
入
っ
て
い
る
た
め
に
「
且
」
の
後
に
「
与
易
語
意
」
「
可
也
」

の
ど
ち
ら
が
続
く
の
か
一
見
は
っ
き
り
し
な
い
体
裁
に
な
っ
て

い
る
。
恐
ら
く
南
州
も
こ
の
体
裁
に
惑
わ
さ
れ
て
誤
写
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
、
南
州
が
誤
写
し
た
例
か
ら
察
す
る
に
彼
は
確
実
に
『
自

筆
本
』
を
見
て
い
た
と
言
え
る
。

『
大
阪
人
物
誌
』
（
石
田
誠
太
郎
著
・
昭
和
四
十
九
年
・
臨
川

書
店
。
昭
和
二
年
・
石
田
文
庫
刊
の
復
刻
版
）
に
よ
る
と
、
南

州
は
嘉
永
三
年
に
伊
予
松
山
に
生
ま
れ
、
二
十
七
オ
の
時
（
明

治
十
年
）
に
来
阪
、
猶
興
書
院
を
建
て
て
生
徒
に
教
授
し
た
と

い
う
。
ま
た
、
『
無
求
備
斎
本
』
に
は
寺
町
雅
文
の
書
後
の
日

付
が
「
明
治
戊
戌
（
明
治
三
十
一
年
）
夏
六
月
」
と
あ
る
こ
と

か
ら
、
明
治
十
年
か
ら
明
治
三
十
一
年
の
間
に
南
州
が
『
自
筆

本
』
に
基
つ
い
て
『
荘
子
離
題
』
を
手
写
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
幻

そ
し
て
、
寺
町
雅
文
自
身
は
「
以
指
節
」
の
項
に
お
け
る
「
恐

U

術
文
」
の
語
か
ら
推
測
す
る
と
『
自
筆
本
』
は
見
て
い
な
か
っ

た
こ
と
も
察
せ
ら
れ
る
。
そ
の
う
え
、
『
無
求
備
斎
本
』
で
は

問
題
と
な
る
部
分
の
引
用
文
に
も
誤
写
が
あ
り
、
雅
文
が
欄
外

で
訂
正
し
て
い
る
箇
所
も
存
す
る
（
『
無
求
備
斎
本
』
九
十
八

頁
「
吾
時
与
汝
其
夢
未
如
覚
者
邪
」
の
欄
外
に
雅
文
が
「
『
如
』

（
字
は
）
、
『
始
』
（
字
の
）
誤
」
と
し
て
い
る
例
な
ど
）
。

以
上
か
ら
南
州
が
弟
子
た
ち
に
供
し
た
『
荘
子
離
題
』
の
テ
キ

ス
ト
は
、
問
題
と
な
る
部
分
と
「
離
題
」
と
の
み
を
手
写
し
た

も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。



一
、
大
阪
天
満
宮
御
文
庫
所
蔵
『
荘
子
殿
斎
口
義
』

近
藤
南
州
は
儒
学
の
み
に
と
ら
わ
れ
ず
ま
こ
と
に
広
範
囲
の

分
野
に
関
心
を
抱
い
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
数
多
く
の

著
述
に
も
表
れ
て
い
る
。
そ
の
南
州
旧
蔵
書
の
一
部
が
現
在
大

阪
天
満
宮
御
文
庫
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
『
大
阪
天
満
宮
御
文

庫
漢
籍
分
類
目
録
』
（
長
沢
規
矩
也
等
編
・
昭
和
五
十
二
年
・

大
阪
天
満
宮
）
に
よ
れ
ば
、
中
井
履
軒
の
「
離
題
」
関
係
の
書

物
も
い
く
つ
か
蔵
さ
れ
て
い
る
（
寺
門
日
出
男
「
大
阪
天
満
宮

御
文
庫
所
蔵
『
離
題
』
〔
中
井
履
軒
撰
〕
諸
本
に
つ
い
て
」
〔
『
中

国
研
究
集
刊
』
月
号
・
一
九
九
一
年
〕
を
参
照
さ
れ
た
い
）
。

も
っ
と
も
、
残
念
な
が
ら
そ
の
蔵
書
の
中
に
『
荘
子
離
題
』
は

見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
他
『
荘
子
』
関
係
の
書
物
が
若

干
見
ら
れ
る
。
そ
の
中
に
近
藤
南
州
手
校
手
識
本
『
荘
子
底
斎

口
義
』
（
以
下
、
『
天
満
宮
本
』
と
略
称
）
が
存
す
る
が
、
南

州
が
『
自
筆
本
』
を
手
写
し
た
状
況
を
窺
う
手
掛
か
り
が
得
ら

れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
考
え
た
の
で
調
査
し
て
み
た
。

5

そ
の
書
誌
的
事
項
を
見
る
と
、
寛
文
五
年
風
月
庄
左
衛
門
開

2
 

10

版
の
刊
本
で
『
嵐
山
本
』
と
同
じ
テ
キ
ス
ト
を
用
い
て
い
た
。

た
だ
、
印
記
は
「
猶
興
書
院
図
書
」
「
近
藤
氏
蔵
」
「
蛍
雪
軒

珍
蔵
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
『
天
満
宮
本
』
に
は
南
州
に
よ

る
か
な
り
の
書
き
入
れ
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
書
き
入
れ
は
諸
注

釈
家
の
説
を
抜
き
出
し
た
上
に
自
説
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
が
、

注
釈
家
説
の
半
数
以
上
が
「
離
題
」
を
抜
き
出
し
た
も
の
で
あ

る
。
『
荘
子
』
に
関
し
て
言
え
ば
南
州
は
か
な
り
「
離
題
」
の

説
に
傾
倒
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
以
下
、
『
天
満
宮
本
』
の

「
離
題
」
に
関
す
る
書
き
入
れ
の
特
徴
を
『
自
筆
本
』
『
無
求

備
斎
本
』
と
比
較
し
た
上
で
列
挙
す
る
。
（
調
査
し
た
の
は
内

8
 

篇
の
部
分
の
み
）

2
 

ア
『
無
求
備
斎
本
』
に
見
ら
れ
た
誤
写
が
『
天
満
宮
本
』
に

cl

も
多
く
見
ら
れ
る
。

例
え
ば
、
『
無
求
備
斎
本
』
で
見
ら
れ
た
「
離
題
」
後
の

「
注
非
」
の
語
が
『
天
満
宮
本
』
で
も
見
ら
れ
た
（
「
注

非
」
の
語
が
な
い
も
の
も
あ
る
）
。

『
無
求
備
斎
本
』
で
は
完
全
に
脱
落
し
て
い
た
『
自
筆
本
』

の
誤
字
の
訂
正
が
『
天
満
宮
本
』
に
は
見
ら
れ
る
（
た
だ

し
、
履
軒
の
名
は
冠
せ
ら
れ
て
い
な
い
）
。

『
無
求
備
斎
本
』
は
誤
っ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

『
天
満
宮
本
』
の
文
字
が
誤
脱
し
て
い
る
。

ウ イ
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例
え
ば
、
『
天
満
宮
本
』
巻
一
の
二
十
五
葉
表
（
『
無
求

備
斎
本
』
二
十
二
頁
）
の
「
離
題
」
「
以
天
下
学
者
識
論
」

に
お
い
て
「
議
論
」
が
脱
落
し
て
い
る
例
な
ど
。

『
無
求
備
斎
本
』
で
は
誤
っ
て
い
る
箇
所
が
『
天
満
宮
本
』

で
は
改
め
ら
れ
て
い
る
。

例
え
ば
、
前
述
し
た
『
無
求
備
斎
本
』
二
十
四
頁
の
「
指
」

が
術
字
で
あ
る
例
は
改
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
『
自
筆

本
』
巻
一
の
三
十
四
葉
表
「
謬
中
之
謬
尤
甚
者
」
は
、
『
無

求
備
斎
本
で
は
脱
落
し
て
い
る
が
『
天
満
宮
本
』
に
は
見

ら
れ
る
。

工
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
興
味
深
い
例
が
見
え
る
。
『
無
求
備

斎
本
』
四
十
五
頁
「
適
来
節
」
の
「
離
題
」
に
「
遂
理
死
生
之

理
也
」
と
あ
る
が
、
『
自
筆
本
』
に
よ
る
と
「
遂
論
死
生
之
理

也
」
が
正
し
い
。
そ
し
て
、
『
天
満
宮
本
』
巻
二
の
七
葉
裏
に

も
こ
の
箇
所
が
引
か
れ
、
一
度
は
「
遂
理
死
生
之
理
也
」
と
書

か
れ
て
い
る
が
、
上
の
「
理
」
を
圏
点
で
消
し
て
「
論
」
に
改

め
て
い
る
例
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
『
天
満
宮
本
』
巻
三
の
二

十
五
葉
表
「
応
帝
王
篇
」
冒
頭
に
「
離
題
、
是
可
以
応
酬
於
帝

王
之
語
芙
…
…
」
と
「
離
題
」
と
い
う
文
字
が
記
さ
れ
て
お
り
、

同
じ
葉
の
後
部
に
「
中
日
…
…
」
に
お
い
て
全
く
同
じ
内
容
の

工

「
離
題
」
が
見
え
る
。
「
中
日
」
で
引
か
れ
て
い
る
説
は
、
他
の

用
例
か
ら
見
て
も
明
ら
か
に
履
軒
の
説
で
あ
る
。
ま
た
、
『
天

満
宮
本
』
の
巻
末
を
見
る
と
、
巻
四
か
ら
巻
九
に
か
け
て
南
州

が
そ
の
巻
を
読
了
し
た
年
月
日
を
朱
で
記
し
て
い
る
。
例
え
ば
、

巻
四
の
巻
末
を
見
る
と
、

大
正
八
年
己
未
一
月
二
十
五
日
南
州
読
過
時
年
七
十

己
丑
（
明
治
二
十
二
年
に
当
た
る
）
十
一
月
念
六

三
十
一
年
前
也

南
州
外
史
読
過

2
 

と
あ
る
。
同
様
に
巻
末
の
年
月
日
の
み
を
記
す
と
次
の
よ
う
に
いー

な
っ
て
い
る
。
以
下
、
括
弧
内
の
年
代
は
藤
居
の
注
記
で
あ
る
。
（

巻
五
庚
寅
（
明
治
二
十
三
年
）
一
月
廿
三
日

巻
六
庚
寅
（
明
治
二
十
三
年
）
二
月

丙
申
（
明
治
二
十
九
年
）
秋
十
月
五
日
夜

庚
申
（
大
正
九
年
）
三
月
十
一
日

巻
七
庚
申
（
大
正
九
年
）
十
月

庚
寅
（
明
治
二
十
三
年
）
三
月
十
八
日

巻
八
辛
酉
（
大
正
十
年
）
五
月
十
七
日

巻
九
辛
酉
（
大
正
十
年
）
十
一
月
二
十
一
夜

こ
れ
ら
の
日
付
を
見
る
と
、
南
州
が
『
天
満
宮
本
』
を
読
ん
だ
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の
は
ほ
ぼ
二
つ
の
時
期
で
あ
る
。
第
一
は
明
治
二
十
二
年
十
一

月
か
ら
明
治
二
十
三
年
三
月
に
か
け
て
の
時
期
。
恐
ら
く
こ
の

時
期
前
後
に
『
自
筆
本
』
を
手
写
し
、
弟
子
た
ち
に
供
し
始
め

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
こ
の
時
期
は
前
記
の
明

治
十
年
か
ら
明
治
三
十
一
年
に
か
け
て
の
時
期
と
も
重
な
り
合

っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
第
二
は
大
正
八
年
一
月
か
ら
大
正
十
年

十
一
月
に
か
け
て
の
時
期
。
南
州
の
書
き
入
れ
が
巻
九
ま
で
で

巻
十
に
至
っ
て
い
な
い
の
は
、
巻
九
を
読
了
し
た
す
ぐ
後
の
大

正
十
一
年
一
月
に
彼
が
没
し
て
し
ま
っ
た
た
め
で
あ
り
、
彼
が

没
す
る
間
際
ま
で
精
力
的
に
学
問
に
勤
し
ん
で
い
た
こ
と
が
そ

の
日
付
に
よ
っ
て
窺
え
る
。

近
藤
南
州
ら
が
活
躍
し
て
い
た
当
時
、
懐
徳
堂
は
明
治
二
年

に
閉
鎖
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
大
正
五
年
に
懐
徳

堂
が
重
建
さ
れ
る
ま
で
に
は
ま
だ
時
間
が
あ
っ
た
。
中
井
木
菟

麻
呂
（
中
井
履
軒
の
曽
孫
）
ら
に
よ
っ
て
収
集
さ
れ
た
懐
徳
堂

及
び
水
哉
館
の
遺
書
遺
物
は
昭
和
八
年
か
ら
十
四
年
に
か
け
て

懐
徳
堂
に
寄
進
さ
れ
た
。
そ
れ
ま
で
か
な
り
の
懐
徳
堂
関
係
の

蔵
書
が
散
逸
し
た
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
、
前
述
し
た
よ
う
に
履

軒
自
筆
の
『
荘
子
離
題
』
は
大
阪
に
存
し
た
ら
し
い
。
そ
れ
を

閲
覧
す
る
こ
と
が
近
藤
南
州
に
も
可
能
で
あ
り
、
『
自
筆
本
』

を
も
と
に
手
写
さ
れ
た
写
本
が
さ
ら
に
弟
子
た
ち
に
供
せ
ら
れ
、

読
み
継
が
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

『
無
求
備
斎
本
』
は
、
近
藤
南
州
の
弟
子
、
寺
町
雅
文
が
手

写
し
た
も
の
を
影
印
し
た
も
の
で
あ
る
。
今
後
、
こ
れ
は
『
荘

子
離
題
』
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
流
布
本
と
な
っ
て
ゆ
く
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
『
自
筆
本
』
に
基
づ
く
と
は
言
え
、
こ
れ
ま
で
見
て

5
 

き
た
よ
う
に
写
本
を
影
印
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
起
因
す
る
）2

 

問
題
が
残
っ
て
い
る
。
『
無
求
備
斎
本
』
に
よ
っ
て
『
荘
子
離

u

題
』
を
読
む
場
合
は
、
そ
の
点
を
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

だ
ろ
う
。
幸
い
大
阪
大
学
懐
徳
堂
文
庫
で
は
『
自
筆
本
』
を
直

接
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
『
自
筆
本
』
に
基
づ
い
て
履
軒

の
荘
子
観
を
探
る
試
み
は
、
ま
た
稿
を
改
め
て
論
じ
る
こ
と
に

す
る
。

[
付
記
]
本
稿
は
、
市
川
国
際
奨
学
財
団
の
研
究
助
成
金
に
よ

る
「
中
国
に
お
け
る
「
百
科
全
書
」
の
総
合
的
研
究
」
の
研
究

成
果
の
一
部
で
あ
る
。

結


